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多様な通いの場とは～その意義と効果
東京都健康長寿医療センター研究所社会参加と地域保健研究チーム
東京都介護予防・フレイル予防推進支援センター 藤原佳典
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➢ 教室型予防プログラムの効果と限界

➢ 「通いの場」社会参加型プログラムへのシフト

➢ 多様な通いの場とは

本日の話題



Seino S, et al.: Effects of a multifactorial intervention comprising resistance exercise, nutritional and psychosocial programs on frailty and fucntional health in 
community-dwelling older adults: a randomized, controlled, cross-over trial. Geriatr Gerontol Int. 2017; 17: 2034-45.
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●週2回の複合プログラムを3カ月間実践
●60分の運動と30分の栄養または心理・社会プログラム
（栄養、心理・社会プログラムは隔回実施）

レジスタンス運動・栄養・社会プログラムから成る複合介入によって、
フレイルの割合が有意に減少した。
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教室型予防複合プログラムの短期的効果
Seino, et al.,Geriatr Gerontol Int 2017.
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教室型予防プログラムの限界～長期的効果の推移

清野ら, 日本老年医学会, 2018

同一コホート（教室に参加していない集団）から、
介入群と同じ背景要因の者を傾向スコア法によって
マッチング

長期的に取り組める
社会環境整備が必要



行政が提供者・住民が受給者

住民が運営者・行政が支援者

これからの介護予防(ポピュレーションアプローチ)

従前の介護予防(ハイリスクアプローチ)

平成26年

令和元年
厚労省一般介護
予防検討会指針

通いの場の多様性・機能強化
事業のPDCA

地域づくりによる
介護予防

一般介護予防は、通いの場(社会参加型)へシフト



各地区に
出張サービス

養父市シルバー人材センター

「笑いと健康お届け隊」

「栄養・体力・社会」の3側面に働きかける

週1回約60分の“毎日元気にクラス”
（フレイル予防教室）の定期開催

委託・養成
バックアップ

兵庫県・養父市

バックアップ

東京都健康長寿
医療センター研究所

Nofuji, et al. 投稿準備中

継続参加できる拠点を徒歩圏域につくる！中山間モデル

「通いの場」への参加が要介護認定に及ぼす影響

研修を受けたシルバー人材センターの会員が仕事として
各地区に出張し、フレイル予防の通いの場を運営※

（※シルバーは場の立ち上げを支援、一定期間終了後は地区住民で自主運営）
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「笑いと健康お届け隊」による通いの場の
介護予防効果

ハ
ザ
ー
ド
比

Nofuji, et al. 投稿準備中



①国や東京都の動向

興味・関心を持てる、多様な通いの場が必要

通いの場の活
動内容に偏り



介護予防に資する通いの場の取組
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引用：厚生労働HP https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_08408.html「一般介護予防事業等の推進方策に関する検討会」取りまとめ

多様な住民のニーズにこたえるには・・・

多様なステークホルダーと連携

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_08408.html


「通いの場の類型」と立上げ戦略
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東京都介護予防・フレイル予防推進支援センター作成 https://www.tmghig.jp/research/cms_upload/kayoi_1.pdf

通いの場の立ち上げや運営においては、自治体・住民の両者の視点からも、
目的に準じて、６つの要素を検討することが必要
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フレイルな人の
社会活動レベル
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フレイル二次予防
≒介護予防支援事業



社会福祉法人京都福祉サービス協会
高齢者福祉施設 西院 HP等より引用

リハ職が支援する就労的活動のデイサービス(通いの場)



社福法人職員有志や京都橘大小川教授(OT)ゼミらのNPOを地元地域包括支援センターや社協が支援

これからの多様な通いの場
クリエーティブハウスともつくF邸 2021/7～

https://tomotsuku.jp/

就労的活動＋多世代＋アートの場
⇒自己実現を支援するための

共生的予防

京都市・嵯峨野

自験例


